
 
 
 
 
 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

境
内
の
楼
門
（
ろ
う
も
ん
）

下
の
参
道
の
脇
の
紅
葉
が
、
紅
の
色
深
く
染
ま
り
ま
し

た
。 

十
一
月
七
日
に
立
冬
を
迎
え
、
季
節
は
、
暦
の

上
で
は
、
冬
と
な
り
ま
し
た
。 
過
日
の
六
日
、
装
束

（
し
ょ
う
ぞ
く
）
の
衣
替
え
を
行
い
ま
し
た
。 

冬
も

駆
け
足
で
や
っ
て
き
ま
す
が
、
私
の
宮
司
プ
レ
ス
も
全

速
力
に
し
な
け
れ
ば
、
毎
月
発
行
の
ペ
ー
ス
を
回
復
で

き
ま
せ
ん
。 

ス
パ
ン
（
期
間
）
を
長
く
し
て
、
発
行

計
画
を
策
定
し
直
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、

来
年
二
月
に
、
よ
う
や
く
、
軌
道
修
正
が
見
込
ま
れ
ま

す
。 

ち
な
み
に
、
毎
月
二
号
な
い
し
三
号
発
行
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

隔
週
（
か
く
し
ゅ
う
）
発
行

を
目
指
す
と
い
う
、
モ
メ
ン
タ
ム
（
勢
い
）
を
つ
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

「
う
ど
ん
屋
の
釜
（
か
ま
）」

（
湯
｛
ゆ
う
｝
ば
っ
か
り
）
に
な
ら
な
い
よ
う
、
努
力

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。 

◇
さ
て
、
最
近
、
私
は
、「
他
力(

た
り
き)

」
と
い
う
こ

と
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

も
ち
ろ
ん
、

他
力
と
は
、
仏
教
で
、
阿
弥
陀
仏
（
あ
み
だ
ぶ
つ
）
の

本
願
力
（
ほ
ん
が
ん
り
き
）
に
よ
り
、
往
生
（
お
う
じ

ょ
う
）
す
る
と
い
う
教
え
で
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、 

私
は
、
今
、
生
か
さ
れ
て
い
る
現
在
こ
そ
が
他
力
で
あ 

     

る
と
考
え
る
わ
け
で
す
。 

そ
れ
は
、
大
自
然
に
し
て

も
、
世
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
事
象
（
じ
し
ょ
う
）
や
出
来

事
、
さ
ら
に
は
日
々
の
暮
ら
し
、
自
分
の
思
う
と
お
り

に
出
来
る
こ
と
は
、
稀
有
（
け
う
）、
少
な
い
と
思
い

ま
す
。 

そ
の
働
き
を
「
他
力
」
と
考
え
れ
ば
、
そ
の

自
分
の
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
事
を
嘆
（
な
げ
）
く
よ

り
、
む
し
ろ
、
前
向
き
に
、
他
力
を
信
じ
て
生
き
て
い

く
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

ま
さ

に
「
他
力
信
（
た
り
き
し
ん
）」
で
あ
り
ま
す
。 

◇
中
国
、
春
秋
（
し
ゅ
ん
じ
ゅ
う
）
戦
国
時
代
の
思
想

家
（
し
そ
う
か
）
の
老
子
（
ろ
う
し
）
は
、「
天
網
（
て

ん
も
う
）
恢
恢
（
か
い
か
い
）
疎
（
そ
）
に
し
て
漏
（
も
）

ら
さ
ず
」
と
説
き
ま
し
た
。 

「
恢
（
か
い
）」
と
は
、

大
き
く
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
る
さ
ま
、「
疎
（
そ
）」
は
、

粗
（
あ
ら
）
い
様
子
で
す
。 

つ
ま
り
、「
天
が
張
り

め
ぐ
ら
し
て
い
る
網
の
目
は
、
い
か
に
も
大
き
く
粗
い

よ
う
に
見
え
る
が
、
何
事
も
決
し
て
も
ら
す
も
の
で
は

な
い
。」、「
お
天
道
様
（
お
て
ん
と
う
さ
ま
）
は
、
す

べ
て
お
見
通
し
」
と
い
う
こ
と
で
す
。 
ま
さ
に
、
後

漢
書
（
ご
か
ん
し
ょ
）
に
書
か
れ
て
い
る
、「
四
知
（
し

ち
）
の
法
則
」、「
天
知
る
、
地
知
る
、
他
知
る
、
我
知

る
」、 

二
人
だ
け
の
秘
密
で
も
、
天
も
知
り
、
地
も
知
り
、
我

も
知
り
、
相
手
も
知
っ
て
い
る
か
ら
、
い
つ
か
は
他
に

漏
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

善
良
な
行

い
に
は
幸
が
訪
れ
、
悪
事
や
不
正
に
は
、
必
ず
や
天
罰

が
く
だ
る
と
い
う
の
は
、
古
来
よ
り
ご
く
自
然
の
こ
と

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
天
知
る
、
地
知
る
」
の
よ

う
に
、
人
間
の
力
を
は
る
か
に
超
え
た
存
在
を
認
め
、

恐
れ
敬
う
な
か
で
、
日
常
の
生
活
を
営
む
、
こ
れ
が
、

「
他
力
信
」
だ
と
考
え
ま
す
。 

◇
で
は
、「
自
力
」
で
生
活
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど

う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

私
は
、
そ
の
「
他
力
信
」

の
生
活
の
な
か
で
の
心
が
け
、
心
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、

自
分
で
で
き
る
、
自
力
だ
と
考
え
る
の
で
す
。 

そ
の

心
が
け
は
、
も
ち
ろ
ん
、
「
天
知
る
」
「
地
知
る
」
、
謙

虚
な
心
が
け
で
す
が
、
最
も
大
切
な
の
が
、「
利
他
（
り

た
）
」
と
い
う
、
他
人
の
幸
福
を
願
う
、「
思
い
や
り
」

だ
と
思
い
ま
す
。 

儒
教
の
祖
で
あ
る
孔
子
は
、
生
涯
、

心
が
け
て
い
く
べ
き
言
葉
は
、「
恕
（
じ
ょ
）」、「
思
い

や
り
」
だ
と
述
べ
ら
れ
、
次
の
よ
う
な
言
葉
を
残
さ
れ

て
い
ま
す
。 

「
己
（
お
の
れ
）
の
欲
（
ほ
っ
）
せ
ざ

る
と
こ
ろ
、
人
に
施
（
ほ
ど
こ
）
す
な
か
れ
」、
自
分

が
さ
れ
た
く
な
い
と
思
う
こ
と
は
、
人
に
し
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

他
力
を
信
じ
て
い
れ
ば
こ

そ
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
物
事
を
考
え
、
自
己
中
心
、

「
利
己
（
り
こ
）
」
に
陥
（
お
ち
い
）
ら
な
い
生
活
を

心
が
け
る
、
ま
さ
に
、「
自
力
生
（
じ
り
き
せ
い
）」
で

す
。 
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◇
文
明
十
八
年
、
西
暦
一
、
四
六
八
年
に
吉
田
兼
邦
（
よ

し
だ 
か
ね
く
に
）
が
、
京
都
の
吉
田
神
社
に
願
い
を

立
て
て
、
百
首
（
ひ
ゃ
く
し
ゅ
）
の
神
道
（
し
ん
と
う
）

の
歌
を
詠
（
よ
）
ん
だ
、「
百
首
歌
抄
（
ひ
ゃ
く
し
ゅ

か
し
ょ
う
）」
に
、「
天
地
（
あ
め
つ
ち
）
の 

中
に
み

ち
た
る 

草
木
ま
で 
神
の
す
が
た
と 

見
つ
つ
恐

れ
よ
」
と
あ
り
ま
す
。 
哲
学
者
の
西
田
幾
多
郎
先
生

も
、「
見
え
る
も
の
は 

見
え
ざ
る
も
の
の
影
」
と
お

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

大
自
然
の
海
山
川
、
引
き
起
こ

さ
れ
る
自
然
災
害
、
草
や
木
ま
で
す
べ
て
が
神
様
か
ら

の
恵
み
で
あ
り
、
な
せ
る
業
（
わ
ざ
）
な
の
で
す
か
ら
、

奇
（
く
）
し
く
も
尊
（
と
う
と
）
い
も
の
と
見
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

見
え
ざ
る
も
の
の
影
と
恐
れ
、
敬

う
、
こ
の
ミ
ッ
ク
ス
し
た
心
が
、「
畏
敬
（
い
け
い
）」、

「
恐
（
か
し
こ
）
み
」
で
、
あ
り
ま
す
。 

「
自
力
」

の
心
が
け
、
心
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
柱
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

◇
こ
れ
か
ら
、
深
く
染
ま
っ
た
紅
の
葉
を
潔
（
い
さ
ぎ

よ
）
く
散
ら
す
、
境
内
の
紅
葉
は
、
来
る
べ
き
冬
の
季

節
の
為
に
、
自
分
を
犠
牲
に
し
て
い
る
わ
け
で
す
。 

「
利
他
」「
恕
」「
思
い
や
り
」、
つ
ま
り
、「
仁
（
じ
ん
）」

で
す
。 

し
か
し
、
そ
れ
は
、
正
し
く
善
い
行
い
で
あ

る
「
義
（
ぎ
）」
で
す
。 

ま
さ
に
、
何
気
な
い
、
季

節
の
移
り
変
わ
り
に
、
神
の
姿
が
現
れ
て
い
る
、
吉
田

兼
邦
が
歌
に
詠
ん
だ
、
「
か
み
の
姿
と 

見
つ
つ
お
そ

れ
よ
」
な
の
で
す
。 

「
他
力
信
で
自
力
生
」
と
は
、

「
仁
義
」
な
の
で
す
。 

来
月
は
、
師
走
、
気
忙
（
き

ぜ
わ
）
し
い
季
節
で
あ
れ
ば
こ
そ
、「
他
力
信
で
自
力

生
」
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

ご
自
愛
を
祈
り
ま
す
。 

 

◇
十
月
の
祭
典
行
事
報
告 

  

▼
月
次
祭 

＊
十
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
六
連
島
八
幡
宮 

例
祭 

 
 

＊
十
月
四
日 

※
前
夜
祭
、
湯
立
神
事 

 
 

＊
十
月
五
日 

※
本
殿
祭
、
御
神
幸
祭 

 

▼
田
の
首
八
幡
宮 

例
祭 

 
 

＊
十
月
十
一
日 

※
前
夜
祭 

 
 

＊
十
月
十
二
日 

※
本
殿
祭
、
御
神
幸
祭 

 

▼
舞
小
島
八
幡
宮 

例
祭 

＊
十
月
十
五
日 

 

▼
本
宮 

秋
季
例
大
祭 

 
 

＊
十
月
十
八
日 

※
前
夜
祭 

 
 

＊
十
月
十
九
日 

 

※
本
殿
祭
、
御
神
幸
祭 

 

◆
無
形
民
俗
文
化
財 

サ
イ
上
り
神
事 

 
◆
奉
納
剣
道
大
会 

 
◆
彦
島
歴
史
ウ
ォ
ー
ク 

 

▼
朝
粥
会 
＊
十
月
二
十
二
日 

 

▼
彦
島
八
幡
宮
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

 
 

＊
十
月
二
十
六
日 

 

◇
十
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

 

◆
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

▼
彦
島
八
幡
宮
リ
ー
グ
役
員
会 

＊
十
月
三
日 

 
 

▼
奉
納
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

＊
十
月
五
日 

 
 

▼
彦
島
八
幡
宮
リ
ー
グ
監
督
会
議 

＊
十
月
九
日 

 
 

 

▼
リ
バ
ー
ス
彦
島
例
会 

＊
十
月
十
日 

 
 

▼
奉
賛
会
行
事
委
員
会
注
連
縄
ワ
ラ
回
収
の

た
め
Ｊ
Ａ
小
野
田
へ
出
向 

＊
十
月
十
三
日 

 
 

▼
敬
神
婦
人
会
清
掃
奉
仕 

＊
十
月
十
二
日 

 
 

▼
秋
季
例
大
祭
説
明
会 

＊
十
月
十
五
日 

 
 

▼
敬
神
婦
人
会
モ
チ
袋
詰
め
作
業 

 
 
 

＊
十
月
十
七
日 

 
 

▼
第
三
回
彦
島
八
幡
宮
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

 
 
 

＊
十
月
二
十
六
日
、
十
四
チ
ー
ム
百
九
十
九
名
参
加 

 
 

▼
彦
島
八
幡
宮
リ
ー
グ
大
会
反
省
会 

 
 
 

＊
十
月
三
十
一
日 

 

◆
山
口
県
神
社
庁
、
下
関
支
部
関
係 

 
 

▼
山
口
県
神
社
庁
役
員
会 

＊
十
月
二
十
日 

 
 

▼
同
支
部
長
事
務
局
長
会
議 

＊
十
月
二
十
一
日 

 
 

▼
同
下
関
支
部
委
員
会 

＊
十
月
二
十
四
日 

 

◆
下
関
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 
 

◇
例
会 

＊
十
月
十
五
日 

 
 

◇
職
場
例
会 

＊
十
月
二
十
九
日 

 
 
 

※
下
関
消
防
庁
舎
見
学 

 

◆
講
演
活
動 

 
 

▼
山
口
県
神
社
庁
周
東
支
部
研
修
会
、
演
題

「
さ
は
や
か
に
生
き
る
」 

＊
十
月
二
十
七
日 

 
 
 

※
光
市
室
積
、
大
帯
姫
八
幡
宮 

 

◆
下
関
市
中
央
倫
理
法
人
会
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー 

 
 

※
毎
週
木
曜
日
午
前
六
時
、
東
京
第
一
ホ
テ
ル 

 
 

＊
十
月
十
六
日
、
第
百
八
回
Ｍ
Ｓ 

 

◆
自
治
会
関
係
そ
の
他 

 
 

▼
例
祭
の
件
で
Ｋ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
電
話
取
材(

生
放
送) 

 
 
 

＊
十
月
十
六
日
夕
刻   

 
 

▼
迫
町
自
治
会
役
員
会 

＊
十
月
十
七
日 


